
教材 単元 関意 話聞 書く 読む 言語 評価規準

- みつけたよ

・絵から見つけた言葉や
想像したことなどを先生
や友達に話し、話すこと
に慣れる。

4 - ○ ○

【関】絵から見つけたことや想像したこと
を、みんなに話そうとしている。
【話聞】絵から見つけたことや想像したこ
とを、みんなに話している。

絵から見つけたことを話したり、聞いた
りする。☆

- はきはきあいさつ
・場面に合わせて、はっ
きりとあいさつをする。 2 - ○ ○

【関】あいさつの言葉に興味をもち、周り
の人にあいさつをしようとしている。
【話聞】挿絵の場面や生活の中の場面に
応じたあいさつの言葉を考えて言ってい
る。

場面に合わせてあいさつをする。
Ａ（２）ウ

- ほんがたくさん

・本に興味を持ち、読み
聞かせを楽しんだり、読
みたい本を選んだりす
る。

3 - ○ ○

【関】本に興味をもち、好きな本を選ぼうと
している。
【読】読み聞かせを楽しんで聞いたり、選
んだ本を見たりしている。

本や文章を楽しんだり、想像を広げた
りしながら読む。Ｃ（２）ア
物語の読み聞かせを聞く。Ｃ（２）イ

- じをかこう
・言葉や文字に関心を持
ち、平仮名を書く。 3 - ○ ○

【関】平仮名に興味をもち、丁寧に書こう
としている。
【言】書くときの姿勢や鉛筆の持ち方、字
形や筆順に気をつけて、平仮名を書いて
いる。

- あいうえおのうた

・語のまとまりや、音と文
字とのつながりを意識し
て読んだり書いたりす
る。

5 - ○ ○ ○

【関】「あいうえおのうた」を楽しんで音読
したり、言葉集めをしたりしようとしてい
る。
【読】絵と言葉をつないで意味を考えなが
ら音読している。
【言】姿勢や鉛筆の持ち方に気を付けて、
平仮名を書いている。

- あめですよ
・言葉のリズムを楽しん
で読む。 4 - ○ ○

【関】言葉のリズムを楽しんで、お話を読
もうとしている。
【読】絵と文を結び、登場人物の様子や気
持ちを想像しながら読んでいる。

絵と文を結び、内容を想像しながら読
む。☆

- ふたとぶた

・清音と濁音・半濁音との
違いを理解し、正しく読み
書きして、言葉への関心
を持つ。

3 - ○ ○

【関】濁音・半濁音を含む語に関心をも
ち、言葉集めをしようとしている。
【言】濁音・半濁音を含む語を正しく読ん
だり書いたりしている。
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４
月

５
月

１
学
期



-
みんなにつたえよ
う

・みんなの前で丁寧な言
葉づかいで話すことに慣
れる。

3 - ○ ○

【関】自分のことを話したり、友達の話を
聞いたりする活動に楽しんで取り組もうと
している。
【話聞】話型に注意して話している。友達
の話をしっかり聞いている。

知らせたいことを身近な人に紹介した
り、それを聞いたりする。Ａ（２）エ

- ねことねっこ
・促音を正しく読み書きし
て、言葉への関心を持
つ。

3 - ○ ○

【関】促音を含む語に関心を持ち、言葉集
めをしようとしている。
【言】促音を含む語を正しく発音したり読
み書きしたりしている。

- ことばあそび

・言葉遊びを通して語や
文字についての関心を
高め、平仮名の読み書き
に習熟する。

3 - ○ ○

【関】言葉遊びに興味をもち、楽しんで取
り組もうとしている。
【言】しりとりやクロスワードなどの言葉遊
びの仕組みを理解し、当てはまる言葉を
探している。

- あひるのあくび
・言葉のリズムを楽しみ
ながら詩を音読し、五十
音表について理解する。

4 - ○ ○ ○

【関】言葉のリズムを楽しみ、詩を音読し
ようとしている。
【読】語のまとまりに気をつけて、「あひる
のあくび」を音読している。
【言】五十音表の特徴を理解し、正しく読
み書きしている。

語のまとまりに気をつけて音読する。
☆

- ぶんをつくろう
・助詞「が」が使って主語
と述語のある文を書く。 3 - ○ ○ ○

【関】助詞「が」を使って文を書こうとして
いる。
【書】主語と述語のつながりを考えて文を
書いている。
【言】主語と述語の関係や句点の使い方
を理解している。

主語と述語のつながりを考えて文を書
く。☆

- ○

【関】場面の様子を想像しながら、お話を
楽しんで読もうとしている。

○

【読】一番好きな貝殻がうさぎのこと同じ
だったことで貝がらをあげられずに帰るく
まのこの気持ちになって話している。

○

【読】大好きな友だちに一番いいものをあ
げようと一生懸命考えた、くまのこの気持
ちになって話している。

○

【読】一番お気に入りの貝殻をあげたくま
のこと、も らったうさぎのこの気持ちに
なって話している。

かいがら

・様子を思い浮かべなが
らお話を楽しんで読む。

≪単元の評価規準≫
【関】場面の様子を想像
しながら、お話を楽しんで
読もうとしている。
【読】挿し絵や会話文を
手がかりに、場面の様子
を想像しながら読んでい
る。
【言】言葉に意味による
語句のまとまりがある事
に気付いている。

5 - 本や文章を楽しんだり、想像を広げた
りしながら読む。C（２）ア

会話文や挿し絵を手がかりに読み
取ったことをもとにして、くまのこやうさ
ぎのこに伝えたいことを話す。

５
月

６
月

１
学
期



○

【読】くまのこやうさぎのこに伝えたいこと
を自分なりの言葉で話している。

-
おばさんとおばあ
さん

・長音を正しく読み書きし
て、言葉への関心を持
つ。

3 - ○ ○

【関】長音を含む語に関心をもち、長音を
正しく表記しようとしている。
【言】長音を含む語を正しく発音したり読
み書きしたりしている。

-
「はへを」をつかっ
てぶんをつくろう

・助詞「は」「へ」「を」を正
しく使って、文を書く。 3 - ○ ○ ○

【関】助詞「は」「へ」「を」を使って文を書こ
うとしている。
【書】語と語のつながりを考えて文を書い
ている。
【言】助詞「は」「へ」「を」を正しく使って文
を書いている。

語と語の続き方に注意してつながりの
ある文を書く。☆

-
こえのゆうぶんや
さん

・話をしっかり聞いて、他
の人に正しく伝える。 3 - ○ ○

【関】人に伝えるために、しっかりと聞こう
としている。
【話聞】話を集中して聞き、聞いたことを
正しく伝えている。

大事なことを落とさないように聞く。☆

- よんでねきいてね
・自分の経験を短い文で
書いて相手に伝える。 4 - ○ ○

【関】伝えたい経験を選び、文に書こうとし
ている。
【書】経験したことを思い出し、短い文で
書いている。

つながりのある文を書く。☆

-
どうやってみをま
もるのかな

・書かれている内容を正
しく読み取る。 6 - ○ ○

【関】動物の身の守り方に興味をもち、正
しく読み取ろうとしている。
【読】文章のまとまりをとらえ、問いかけの
文とそれに対する説明の内容を正しく読
み取っている。

事物の仕組みなどについて説明した
文章を読む。Ｃ（２）ウ

- いしやといしゃ
・拗音を正しく読み書きし
て、言葉への関心を持
つ。

3 - ○ ○

【関】拗音を含む語に関心をもち、拗音を
正しく表記しようとしている。
【言】拗音を含む語を正しく発音したり読
み書きしている。

- こんなことしたよ
・経験したことから題材を
選び、文章に書いて知ら
せる。

4 - ○ ○

【関】自分の経験したことや感じたことを
振り返り、伝えようとしている。
【書】相手意識を持ち、主述の照応や句
読点の表記などに注意して、文章を書い
ている。

経験したことを報告する文章を書く。Ｂ
（２）イ

かいがら

・様子を思い浮かべなが
らお話を楽しんで読む。

≪単元の評価規準≫
【関】場面の様子を想像
しながら、お話を楽しんで
読もうとしている。
【読】挿し絵や会話文を
手がかりに、場面の様子
を想像しながら読んでい
る。
【言】言葉に意味による
語句のまとまりがある事
に気付いている。

5 - 本や文章を楽しんだり、想像を広げた
りしながら読む。C（２）ア

会話文や挿し絵を手がかりに読み
取ったことをもとにして、くまのこやうさ
ぎのこに伝えたいことを話す。

６
月

１
学
期



- おおきなかぶ
・様子を想像しながら、お
話のおもしろさを楽しんで
読む。

6 - ○ ○

【関】お話に興味をもち、場面の展開を楽
しんで読もうとしている。
【読】次々に人物が加わる様子や、かぶ
が抜けたときの気持ちを想像して読んで
いる。

本や文章を楽しんだり、想像を広げた
りしながら読む。Ｃ（２）ア

- ほんはともだち
・読みたい本を探して読
み、読書を楽しむ。 3 - ○ ○

【関】読みたい本を見つけようとしている。
【読】読みたい本を選んで、読んでいる。

本や文章を楽しんだり、想像を広げた
りしながら読む。Ｃ（２）ア

- えにっきをかこう
・生活の中で経験したこ
とを絵日記で伝える。 4 - ○ ○

【関】心に残った経験を思い出し、絵と文
章で伝えようとしている。
【書】どんな出来事かが伝わるように、絵
と文章で表現している。

経験したことを報告する文章を書く。Ｂ
（２）イ

- あるけあるけ／木
・詩を声に出して読み、
言葉の響きを楽しむ。 3 - ○ ○

【関】詩に興味をもち、楽しんで音読しよう
としている。
【読】はっきりした発音で音読している。言
葉の響きを楽しんだり様子を想像したりし
ながら音読している。

言葉の響きに気をつけて音読する。☆

-
はなしたいな　き
きたいな

・夏休みの出来事の中か
ら伝えたいことを話す。
話を聞いて感想を述べた
り質問したりする。

5 - ○ ○

【関】夏休みの思い出を楽しく話したり聞
いたりしようとしている。
【話聞】夏休みの出来事について、３文程
度ではっきりと話している。友達の話を、
興味をもって聞いている。

経験の報告をしたり、それを聞いて感
想を述べたりする。Ａ（２）ア

- かぞえうた
・漢字に対する興味・関
心を持ち、漢字を正しく読
み書きする。

5 - ○ ○ ○

【関】漢数字やものの数え方に興味をも
ち、漢字を使おうとしている。
【読】「かぞえうた」を、言葉の意味を考え
ながらリズムよく音読している。
【言】漢数字の読み方、書き方を知り、正
しく使っている。

言葉の響きに気をつけて音読する。☆

-
おもいだしてかこ
う

・経験したことを思い出し
て、会話を取り入れて文
章を書く。

5 - ○ ○

【関】経験したことをよく思い出して伝えよ
うとしている。
【書】文と文の続き方に注意して、経験し
たことが分かるように書いている。会話を
取り入れて書いている。

経験したことを報告する文章を書く。Ｂ
（２）イ

７
月

１
学
期

２
学
期

９
月



- かんじのはなし
・漢字の成り立ちに興味・
関心を持ち、漢字を正しく
読み書きする。

5 - ○ ○ ○

【関】漢字の成り立ちに興味をもち、漢字
を使おうとしている。
【読】一つ一つの漢字の成り立ちを読み
取り、それをもとに他の漢字の成り立ちを
考えている。
【言】漢字の読み方、書き方を知り、正しく
使っている。

内容を考えながら読む。☆

サラダでげんき
・人物が登場する順序に
注意し、だれが何をした
かに気をつけて読む。

15 ○ ○ ○

【関】お話に興味をもち、楽しんで読もうと
している。
【読】人物の登場する順序や人物の行動
に気をつけて、想像を広げながら読んで
いる。
【言】片仮名で書く語の種類を知り読んで
いる。

本や文章を楽しんだり、想像を広げた
りしながら読む。Ｃ（２）ア

サラダに入れるとよいものをりっちゃん
に教えてあげる手紙を書き、友だちと
紹介し合う。

かたかなをかこう
・片仮名の書き方を理解
し、片仮名表記をする言
葉を集めて短文を書く。

3 ○ ○ ○

【関】片仮名に関心をもち、片仮名で表記
する言葉を集め、書こうとしている。
【書】語と語の続き方に気をつけて、つな
がりのある文を書いている。
【言】片仮名の表記の仕方を理解し、片
仮名で表記する言葉を書いている。

語と語の続き方に注意しながら、つな
がりのある文を書く。☆

11

観察したことを記録する文章を書く。Ｂ
（２)イ

1

○
「ふね」が「まとめてよぶことば」であること
を理解し、船に対して興味をもち、教材文
を読もうとしている。

○
教材文が４種類の船に書かれていて、そ
れぞれ何をするための船なのかを確認し
ながら読んでいる。

○
「客船」と「フェリーボート」の役目と構造を
読み取っている。

○
「客船」と「フェリーボート」の役目と構造を
読み取り、基本の文型を理解している。

13 事物の仕組みなどについて説明した
本や文章を読むＣ（２）ウ
学習した文型を使って書いた乗り物紹
介カードの発表会をする。☆

○ ○

【関】観察したことをカードや文章に書き、
伝えようとしている。
【書】動植物の様子をよく観察して、書くた
めに必要な材料を集め、言葉や文のつな
がりを考えて文章を書いている。
【言】新出漢字を読み、文の中で使ってい
る。

○

30

38

11
月

２
学
期

９
月

10
月

・身の回りのものをよく見
て、気づいたことを文章

に書く。

わたしのはっけん

かんじのれんしゅ
う

おはなしをた
のしんでよも
う

のりもののこ
とをしらべよ
う

いろいろなふね ・書かれている内容を事
柄ごとに正しく読み取る。

≪単元の評価規準≫
【関】乗り物に興味をも
ち、意欲的に調べたり発
表したりしようとしてい
る。
【読】それぞれの船の特
徴を正しく読み取ってい
る。
【言】文の中における主
語と述語との関係に注意
している。



○
漁船と消防艇のや役目と装備を読み取っ
ている。

○
それぞれの船の特徴を正しく読み取って
いる。

○
「いろいろなふね」で学習した文型や言葉
を参考にして乗り物について説明する文
章を書いている。

○
乗り物に興味をもち、いろいろな乗り物の
本を読もうとしている。

○
紹介したい乗り物を選び、「役目」「構造
や装備」「機能（使い方）」に着目しながら
調べている。

○

○

○

○

「すきなものクイ
ズ」をしよう ・伝えたいことをはっきり

話したり、聞いてことにつ
いて質問したりして対話
をする。

8 ○ ○

【関】好きなものについて興味をもって話
し合おうとしている。
【話聞】好きなものに関するヒントをはっき
りと話したり、分からないことを質問したり
している。

尋ねたり応答したりする。Ａ（２）イ

日づけとよう日を
おぼえよう ・日付と曜日の呼び方や

漢字表記を理解し、正し
く読み書きする。

4 ○ ○ ○

【関】日付と曜日の呼び方と漢字表記に
興味をもって使おうとしている。
【書】語と語の続き方に気をつけて、つな
がりのある文を書いている。
【言】日付や曜日の漢字を、正しく読んだ
り書いたりしている。

語と語の続きに注意しながら、つなが
りのある文を書く。☆

じゅんじょよくかこ
う

・経験したことを思い出し
て、順序よく書く。 8 ○ ○

【関】経験したことを思い出し、文章に書こ
うとしている。
【書】したことの順序に沿って、そのときの
様子や気持ちを思い出して書いている。

経験したことを報告する文章を書く。Ｂ
（２）イ

13 事物の仕組みなどについて説明した
本や文章を読むＣ（２）ウ
学習した文型を使って書いた乗り物紹
介カードの発表会をする。☆

主語と述語の関係に注意し、乗り物につ
いて説明する文を書いている。

学習した文型を意識しながら、発表したり
聞いたりしている。

38

11
月

２
学
期

のりもののこ
とをしらべよ
う

いろいろなふね ・書かれている内容を事
柄ごとに正しく読み取る。

≪単元の評価規準≫
【関】乗り物に興味をも
ち、意欲的に調べたり発
表したりしようとしてい
る。
【読】それぞれの船の特
徴を正しく読み取ってい
る。
【言】文の中における主
語と述語との関係に注意
している。



3 ○ ○

【関】相手の話を正しく聞き取って、他の
人に伝えようとしている。
【話聞】注意深く聞いて指示の内容を理
解し、他の人に正しく伝えている。

必要なことについて身近な人と連絡を
し合う。Ａ（２)ウ

2 ○

【言】学習した漢字を文や文章の中で使っ
ている。

○
読み聞かせを楽しんで聞き、興味をもっ
て学習に取り組もうとしている。

○

お話の大体を知り、物語のおも　しろいと
思ったところを『おはなし　カード』に書こう
という興味や意欲をもっている。

○

おとうとねずみチ
ロ

・書かれている内容を事
柄ごとに正しく読み取る。

≪単元の評価規準≫
【関】いろいろな物語に興
味をもち、楽しんで読もう
としている。
【読】
・人物の行動を中心に、
場面の様子を想像しなが
ら読んでいる。
・様々な物語の中から、
興味のあるものを選んで
読んでいる。
【言】物語を読んでおもし
ろかったことを、主語と述
語との関係に注意して
『おはなしカード』に書い
てまとめている。

15 45

「おとうとねずみチロ」のおもしろかったと
ころを自分なりの視点で理由も入れて書
いている。

本や文章を楽しんだり、想像を広げた
りしながら読む。C(２）ア

場面の様子を想像しながら物語を読
み、読んだ物語のおもしろかったところ
を『おはなしカード』に書く。

○

【読】チロの行動や会話に着目し、様子を
想像しながら読んでいる。
【読】多様な視点で、おもしろかったところ
を短い文で書いている。
【言】主語と述語の関係に注意してお　も
しろかったところを書いている。

○

いろいろな物語に興味をもち、読みたい
本を選んで読んでいる。
読んだ物語のおもしろかったところを書い
てまとめている。

○

38

１
２
月

２
学
期

・聞いた内容を理解して、
人に正しく伝える。

きいてつたえよう

かん字のれんしゅ
う

のりもののこ
とをしらべよ
う

いろいろなお
はなしをよも
う



むかしばなしをた
のしもう

・昔話の読み聞かせを聞
いたり、自分でよんだりし
て楽しむ。

7 ○ ○ ○

【関】昔話の好きなところを進んで話そうと
している。
【読】好きな昔話を選び、楽しんで読み聞
かせを聞いたり自分で読んだりしている。
【言】昔話を聞いたり読んだりして親しみ、
おもしろかったところを友達に話してい
る。

物語の読み聞かせを聞く。Ｃ（２）イ

「じゃんけんやさ
ん」をひらこう

・新しいじゃんけんを考え
て、その仕組みを分かり
やすく説明する。

12 ○ ○ ○

【関】じゃんけんを作って説明する活動に
興味をもって取り組もうとしている。
【話聞】大事なことを落とさずに、順序に
気をつけて分かりやすく説明している。
【言】常体と敬体で書かれた文章のちが
いに気付いている。

事物の説明をしたり、それらを聞いて
感想を述べたりする。Ａ（２）ア

かたちのにている
かん字

・形の似ている漢字を区
別し、正しく読み書きす
る。

4 ○ ○ ○

【関】字形の似た漢字に興味をもって、漢
字を集めようとしている。
【書】語と語の続き方に気をつけて、つな
がりのある文を書いている。
【言】漢字の字形を意識して、類似点と相
違点をとらえている。

語と語の続き方に注意しながら文を書
く。☆

ことばあそびをし
よう

・言葉遊びの重しラサを
知り、自分で考えた言葉
遊びうたを作る。

7 ○ ○

【関】言葉遊びのおもしろさを味わい、言
葉遊びうたを作ろうとしている。
【書】言葉を選んで言葉遊びうたを作り、
互いの作った言葉遊びうたについて感想
を伝え合っている。

想像したことなどを文章に書く。Ｂ（２)
ア

歯がぬけたらどう
するの

・じぶんならどうするかを
考えながら読む。 13 ○ ○ ○

【関】いろいろな国のやり方に興味をもち
ながら読み、見方を広げようとしている。
【読】込められた思いを想像し、自分なら
どうしたいか考えながら読み取っている。
【言】言葉には、事物の内容を表す働き
や、経験したことを伝える働きがあること
に気付いている。

本や文章を楽しんだり、想像を広げた
りしながら読む。Ｃ（２)ア

まとめてよぶこと
ば

・仲間になる言葉を集
め、それらをまとめて呼
ぶ言葉について理解す
る。

4 ○ ○ ○

【関】「仲間になる言葉」に興味をもって集
めたり、「まとめて呼ぶ言葉」を考えたりし
ようとしている。
【書】語と語の続き方に気をつけて、つな
が りのある文を書いている。
【言】語の上位概念、下位概念の関係に
ついて理解している。

語と語の続き方に注意しながら文を書
く。☆

おとうとねずみチ
ロ

・書かれている内容を事
柄ごとに正しく読み取る。

≪単元の評価規準≫
【関】いろいろな物語に興
味をもち、楽しんで読もう
としている。
【読】
・人物の行動を中心に、
場面の様子を想像しなが
ら読んでいる。
・様々な物語の中から、
興味のあるものを選んで
読んでいる。
【言】物語を読んでおもし
ろかったことを、主語と述
語との関係に注意して
『おはなしカード』に書い
てまとめている。

15 45 本や文章を楽しんだり、想像を広げた
りしながら読む。C(２）ア

場面の様子を想像しながら物語を読
み、読んだ物語のおもしろかったところ
を『おはなしカード』に書く。

○

いろいろな物語に興味をもち、読みたい
本を選んで読んでいる。
読んだ物語のおもしろかったところを書い
てまとめている。

○

いろいろな物語を読んだり、友だちの『お
はなしカード』を聞いてそのおもしろさを知
り、これからも読書を楽しもうとしている。
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9 ○ ○

紹介したいことを文章に書く。Ｂ（２）エ

1

３
月

おはなしのし
きなところを
はっぴょうし
よう

花いっぱいになあ
れ

・お話を読み、好きなとこ
ろを選んで発表する。 16 - ○ ○ ○

【関】お話の好きなところを選び、楽しんで
音読しようとしている  。
【読】場面の様子を想像しながら、言葉の
響きなどに気をつけて音読している。
【言】自分の気持ちに合った言葉を使って
感想を書いている。

本や文章を楽しんだり、想像を広げた
りしながら読む。Ｃ（２)ア

【関】１年間の出来事を振り返り、新しい
一年生に伝える文章を書こうとしている。
【書】出来事の様子や自分の気持ちを思
い出し、事柄の順序に沿って文章を書い
ている。

27

２
月

３
学
期

いろいろなや
りかたをくら
べてかんが

よう

たのしかったね、
一年生

かたかなのれん
しゅう

・１年間を振り返り、心に
残った出来事を、様子が
わかるように文章に書く。


